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脊椎全摘術における出血対策

一複数対の脊椎分節動脈塞栓の効果一
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上田康博，川原範夫，小林忠美，村上英樹，南部浩史，羽藤泰三，粟森世里奈，富田勝郎，

金沢大学整形外科蕊
【目的】脊椎全摘術(TotalenblocSpondylectomy)の出血対
策としてこれまでに腫瘍栄養動脈の塞栓術，低血圧麻

酔，術中のフイブリン糊の硬膜外注入，脊椎分節動脈の

愛護的な処置などを行ってきた．その結果，近年の術中

出血量は大幅に減少している．しかし血管豊富な腫瘍

や，全身に易出血傾向のある症例においては依然として

多大な出血量となることも多い．昨年の本学会で，成犬

を用いた動物実験モデルの下位胸椎で３対の分節動脈を

結紮すると，その中央に位置する椎体の血流量はコント

ロールの約30％と著しく低下するのに対し，脊髄の血

流量はコントロールの約85％に保たれ，電気生理学的

にも異常がなかったことを報告した．この結果をもとに

新たな出血対策として，腫瘍椎体を中心とした３対の分

節動脈を塞栓した後に，脊椎全摘術を行った症例の術中

出血量，合併症について検討した．【対象と方法】胸椎高

位１椎骨の脊椎全摘術施行例で，術前に腫瘍椎骨および

その上下隣接椎骨の分節動脈(計3対)を塞栓した8例(以

下，Ａ群)を対象とした．対照としてフィブリン糊硬膜

外注入を開始した1995年以降の胸椎高位１椎骨の脊椎

全摘術施行例で，術前に腫瘍栄養動脈のみを塞栓した

12例(以下Ｂ群)を比較，検討した．Ａ群は転移性脊椎腫

瘍８例(原発は肝癌２例，腎癌１例，乳癌１例，甲状腺癌

1例，副腎癌ｌ例，脊索腫１例，Ewing肉腫１例)であっ

た．Ｂ群は転移性脊椎腫瘍７例(原発は腎癌３例，乳癌２

例，前立腺癌１例，不明１例)，原発性脊椎腫瘍５例(多

発性骨髄腫２例，巨細胞腫２例，動脈瘤様骨嚢腫１例)で

あった．腫瘍の拡がりをSurgicalclassificationofverte‐

braltumorで評価すると，Ａ群ではtype3が１例，type4

が２例，type5が３例，type7が２例で，Ｂ群ではtype

４が１例，type5が８例，type6が２例，type7が１例で

あった．塞栓術は手術１～３日前に施行された腫瘍椎

骨高位の栄養動脈と同定された動脈は微細粒子(ポリビ

ニルアルコール)を用いて末梢レベルまで塞栓を行っ

た．腫瘍椎骨の上下隣接椎体の分節動脈は，比較的大き
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Theeffectofpreoperativeembolizationofseveralsegmen‐ 

talarteriesonintraoperativebloodlossintotalenblocspon‐ 

dylectomy 
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血抑制効果があることが証明された．すなわ

骨および隣接椎骨の脊椎分節動脈を塞栓ある

ることで，脊髄機能に障害を与えることな〈

の出血量を減少させることが可能であった．

対の脊椎分節動脈遮断は脊椎全摘術の出血量

であった． 議蕊蝋溌犠》鱸
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